
２０１２年９月１２日 

２０１２年７月期 

決 算 説 明 会 



本日ご説明の内容 

Ⅰ．  2012年7月期 決算の報告  

Ⅱ．  2013年7月期 計画について 



Ⅰ．２０１２年７月期 決算の報告 

 



 2012年7月期 基本方針  The second stage 

■ 経営指標の達成（売上指標へのこだわり） 
■市場の信任指標は売上 
■サービス開発力、営業力強化による売上指標 
 達成へのこだわり 
 
 ■ 技術シフトを加速  

■クラウド基盤技術取得スピードを加速 
■仮想構築案件アタッチ数の増大 

■ 新分野パートナー開拓推進  

■仮想化案件パートナー開拓 
  従来のハード・ネットワーク系パートナーに 

   加え、業務系ＳＩerパートナーの開拓促進 

■ 人材育成の推進 
■スキルの見える化推進 
■階層別教育の推進 

■ 経営指標の達成（売上指標へのこだわり） 
 ■市場の信任指標は売上 

■サービス開発力、営業力強化による売上指標 
 達成へのこだわり 
 
 



 2012年7月期 経営成績の状況（連結）  

 74.3% 

 87.0% 

 87.0% 

 96.9% 

 109.1% 

前期比 

（単位：百万円） 

(注）百万円未満切捨て表示 
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 2012年7月期 経営成績の状況（個別）  

 77.9% 

 90.8% 

 90.0% 

 96.6% 

 109.6% 

前期比 

（単位：百万円） 

(注）百万円未満切捨て表示 
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 103.5% 

期初 

計画比 
個  別  

当期純利益 
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12/7期 

3,239 

557 

602 

296 



売上高推移（03/7期～12/7期）  
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 （単位：百万円） 

第８次中計 

12/7期 ：各事業セグメントで売上増  前期比１０億１８百万円増（9.1％増）  

      １２０億円台復帰 



（単位：百万円） 

2012年7月期 売上高（事業セグメント別前期比増減） 
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2012年7月期 事業セグメント売上高推移  

（単位：百万円） 
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ND 
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 35.0% 
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10/7期 

官公庁 民 間 学 校 

市場別売上構成比率推移 

11/7期 

 61.9%  31.5％ 

6.6% 
 

個 別 

12/7期 

 61.4%  31.6% 

7.0% 補
正 



 正規プロバイダとしてiOS対面修理 

全国１１実施拠点 

iOSの対面修理 

【１１拠点（赤字表記）（ﾋﾟﾝｸは予定拠点）／３４拠点中】  

札幌・盛岡・秋田・仙台・郡山・新潟 

高崎・宇都宮・つくば・大宮・ 

千葉・浦安事業所・柏 

東京・多摩・横浜・厚木・長野 

福井・静岡・名古屋 

大阪・神戸・姫路・岡山・広島 

福岡・高松・松江 

熊本・沖縄 

沖縄 
本社 



 大阪リペアセンター開設 

大阪 

浦安 
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 オフィスシステム分野 2012年問題 

オフィスの2012年問題 

都内オフィス
大量供給 

空室の急増/
募集家賃低下 

2012年8月 9.17％ 
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2012年7月期 事業セグメント営業利益推移  
（単位：百万円） 

710 685 

596（△89） 

（+25） 

（+143） 

（△258） 

767 



経常利益推移（03/7期～12/7期）  連 結 

 （単位：百万円） 

12/7期 ： フィールド及びオフィス事業は前期比増益ながら、ソフト事業で赤字計上 

       経常利益 609百万円（前期比▲13.0％） 

228 247 268 258

418

588
708 718 701

609

0

100

200

300

400

500

600

700

800

03/7期 04/7期 05/7期 06/7期 07/7期 08/7期 09/7期 10/7期 11/7期 12/7期

第８次中計 第６次中計 第５次中計 第７次中計 



当期純利益推移（03/7期～12/7期）  連 結 

 （単位：百万円） 

 

 12/7期 ： 経常利益減益に法人税法改正に伴い繰延税金資産の一部取り崩し 
        297百万円（（前期比▲25.7％）   
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【営業活動によるキャシュフロー】主な増減要因 

12年7月期 

       110 

     △74 

     △53 

        △17 

      2,821 

△210 

10年7月期 

      53 

△107 

    △263  

    2,034  

11年7月期 

      959  

     △64 

＋804 

2,838 

     △90 

営業活動によるＣＦ 

投資活動によるＣＦ 

財務活動によるＣＦ 

現金等の増加額 

期末の現金等の残高 

項    目 

 （単位：百万円） 
2012年7月期 キャッシュ・フローの状況 

(注）百万円未満切捨て表示 

税金等調整前利益 608 
法人税等支払 291 

増加要因 減少要因 

減価償却費 112 
仕入債務の増加 95 

売上債権の増加 218 

前受金の減少 128 

連 結 



連 結 現預金・借入金推移（ （03/7期～12/7期） 

現預金・・・ 12/7期 ２,８２１百万円（前期比△１７百万円）          

借入金・・・ 99/7期ピーク（約２４億円） 12/7期 ３.１億円 
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 12/7期  増収減益により前期比低下ながら、５．０％確保      
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経営指標  売上高経常利益率 推移（03/7期～12/7期） 
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ROE・・・12/7期 税制改正の影響もあり低下 10.2% （12/3期上場企業平均 7.6％） 
 

 経営指標  ROE／ROA 推移（03/7期～12/7期） 

 
ROA・・・12/7期 経常減益により 7.8%と低下 
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【自己資本】 12/7期 利益積み上げ ２４１百万円増、３０億円台 
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3,052(＋241） 

利
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金 

経営指標  自己資本／自己資本比率 推移（03/7期～12/7期） 

自己資本比率 

【自己資本比率】 12/7期 ３８．６％（前期比 ＋２.５ポイント） 

連 結 
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32.4% 

  38.6% 

36.1% 



 2012期7月期基本方針  The second stage 

■ 経営指標の達成（売上指標へのこだわり） 
■市場の信任指標は売上 
■サービス開発力、営業力強化による売上指標 
 達成へのこだわり 
 
 ■ 技術シフトを加速  

■クラウド基盤技術取得スピードを加速 
■仮想構築案件アタッチ数の増大 

■ 新分野パートナー開拓推進  

■仮想化案件パートナー開拓 
  従来のハード・ネットワーク系パートナーに 

   加え、業務系ＳＩerパートナーの開拓促進 

■ 人材育成の推進 
■スキルの見える化推進 
■階層別教育の推進 

■ 技術シフトを加速  

■クラウド基盤技術取得スピードを加速 
■仮想構築案件アタッチ数の増大 
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 仮想化関連 

導入事例（販促資料） 

17台のサーバを3台に統合し、
冗長性向上とＴＣＯの削減を実現！

統合前の課題

統合のポイント

 仮想化

VMwareによる仮想化技術を用い、サーバ統合を実

現しました。サーバ機器類を17台から5台に集約

し、消費電力も従来の1/4になりました。

 VMware HA (High Availability) クラスタ

複数台のサーバリソースをプールし、サーバ障害時

でもシームレスに別サーバへ処理を自動的に引継

ぐ、可用性の高いシステム構成を実現しました。

 ブレードサーバによる拡張性

ブレードサーバの採用によるCPU・メモリなどサー

バリソースの容易な拡張性を実現しました。

統合後の効果

統合の概要

 仮想化による可用性、保守性の向上

 ブレードサーバによる拡張性の向上

 消費電力、保守費用、設置スペースのコストを

大幅に削減

障害発生時は待機サーバへ手動で切り替えを行うため、ダウンタイムと人員コストが発生していました。特に夜間

時になるとさらにそのダウンタイムは長期化し、早急な改善と対策が必要でした。機器は導入からの経年劣化した

ものが多く、かつ保守部品の供給が既に停止していましたが、OSは旧来のバージョンを利用する必要があるため、

最新の機器にリプレースするのが困難でした。多数の物理サーバが非効率的に存在し、消費電力、保守費用等の多

くのコストもかかっているという問題もありました。

導入事例 No.1101

仮想化による基幹システムとインフラシステムのサーバ統合



Ⅱ．  2013年7月期 計画について 

8次中計最終年度 



第８次中期経営計画の位置づけ 

営業力 
強化 

技術力 
強化 

ビジネスユニット 
拡大 

コーポレート 
ガバナンス 

強化 

ジャンプ 

財務基盤 
強化 

グループ力 
強化 

収益構造 
の変革 

ステップ ホップ 

５，６，７次中計（長計） 

業績安定 
経営体質強化 

次期以降中計 

次期中計 

新市場での飛躍 

マルチベンダーｻﾎﾟｰﾄ 

Hyperｖ  V Shphere   

VDI   View 4  

XenServer  

XenDisk
top 
  

本意の 
ﾏﾙﾁﾍﾞﾝﾀﾞ 
の実現 

One Stop 

 

８次中計 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ 
エンジン 

ＩＴ第四の波への対応 
事業戦略と人材戦略一体化 

経営品質 
向上 

ﾕｰｻﾞｰ起点の 
ﾏﾙﾁﾍﾞﾝﾀﾞｰ推進 

第四の市場への助走 



利用環境に応じたデバイスの増加(PＣとその他デバイスは競合しない） 

 

Collaboration Applications 

Communication 

DataBase Identity 
Mail data 

Storage 

Network 

Virtual 
Computer 

ﾈｸｻｽ７ 

ｻｰﾌｪｰｽ 

http://openclipart.org/people/Anonymous/Anonymous_thin_client.svg


学校 

家庭 
図書館 

大学 

教育センター 

インターネット 

プロバイダー 

地域社会と学校でのIT利用 

普通教室 

協働学習 

個別学習 

PC教室 

職員室 



民間ビジネス現場でのIT利用の変化 

オフィス 

公衆無線LAN 

工場 

インターネット 

プロバイダー 

データセンター 

自宅 

ＢＹＯＤ 

自宅勤務 

工場制御 商談 外出先でメール 

オフィス業務 

TV会議 



事例１ 私立大学 

常
駐 

 

 

６名常駐 

 

 

事例３ メーカー企業 

常
駐 

Ｎキャリア企業 

＊ＩＴ導入・移設 

各手配 

回線管理 

・ＩＴ機器、ＴＶ会議運用管理 
 
SSLVPN証明書発行 
IPアドレス発行 
DNS・FW設定 
ポート管理 
トラブルシューティング 

CE 

SE 

NE 

 

 

 

 

メーカー・ネットワーク 

工事会社等 

CE 

NE 

８名 

常駐 

事例２  土木建設企業 

常
駐 

Ｕ開発元請企業 

＊ＩＴ運用・保守 

・新規PC設置サービス： 
 
・問合せサポート： 
 
・IＴ資産管理サービス： 

CE 

SE 

NE 

 

１１名 

常駐 

 

 

保守手配 

・パソコンの修理手配 
・貸出ソフトウェア受け払い  
・情報教室システム死活監視 
・テレビ会議システム運用 
・学生対応 

＊修理・監視・運用 

ｸﾗｳﾄﾞｺﾝﾋﾟｭｰﾃｨﾝｸﾞの進展とBPO需要の拡大 

ｸﾗｳﾄﾞｺﾝﾋﾟｭｰﾃｨﾝｸﾞ 
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エ
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カ
レ
ー
シ
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ｿﾌﾄﾒｰｶｰ 
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納状 
管理 
ＤＢ 

納入状況 

構成図 

障害履歴 

ｾｷｭﾘﾃｨｲ 



201３年7月期  基本方針  The final stage 

■ サービス＆サポート品質の向上 
  

■ 第二のエンジン点火 

■技術シフトの加速 
 

■新分野パートナー開拓推進 
 

■仮想化案件の拡大 
 
 

■ サポート品質向上（納期） 
 

■ サービス品質向上（SLA) 
 

■ 工事品質（建設業法） 

■ 経営基盤の更なる強化 
■計数計画の達成と次期への投資 
 

  ●人材育成（スキル・マネジメント） 
 

  ●BCP       ●情報システム 
 

■ 第二のエンジン点火 

■技術シフトの加速（SE化の加速・クラウド技術蓄積） 
 

■新分野パートナー開拓推進 
 

■仮想化案件の拡大 
 
 



VM 
ware 

仮想化技術要員計画：仮想７０ 

営業 

技術 
要員 

営業 
技術 

ＶＳＰ 

ＶＴＳＰ 

ＶＣＰ 

Hyper-V 
導入ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀ 

     ＭＣＴＳServer Virtualization 

 

Ｒｅｄｈａｔ 
ＥＶ 

MS 
 

Linux 
 

技術 
要員 

技術 
要員 

2012/7期実績 

114名 

１４名 

2011/7期実績 

７名 

116名 

84名 

５名 

106名 

2013/7期（計画） 

３１名 ５２名 

11名 １６名 

２３０名 

１３４名 

１９０名 

220名 

２名 ２名 



総資格所有数 

ソフトウェア資格 
７１７ 

ハードウェア資格 
９４８ 

９
０ 

工事資格 その他 ４３  資 格 区 分 

国 家 ・ 公 的 資 格 

メーカー 資 格 

ベンダー 資 格 

保 持 資 格 数 

■ 2012.7.20現在 

■ 2007.7.20 

ソフトウェア資格 
１１８８ 

ハードウェア資格 
８６２ 

２０２ 

 資 格 区 分 

国 家 ・ 公 的 資 格 

メーカー 資 格 

ベンダー 資 格 

保 持 資 格 数 

工事資格 その他 ４７ 

総資格者数 ２,２９９（＋５０１） 

総資格者数 １,７９８ 



パートナーのシフト 

付
加
価
値 

パートナー 

基幹系業務Ｓｉｅｒ 
 
 
 

回線キャリア 
プリンターメーカー 
ネットワークメーカー 
ネットワークSier 

ハードメーカー 
 
 
 

 新分野パートナー開拓推進 
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Sierメーカー 
(パートナー) 

ビジネスプロセス（ソリューション） 

提案 
(仕様) 

企画 
開発 

調達 

提携事例 

 新たなパートナー連携 

施工 運用 保守 施工 運用 保守 

エスコリソース 

補完パートナーシップ（水平連携） 

施工 運用 保守 



297 

609 

596 

12,205 

12/7期 

実績 
連 結 

売上高 

営業利益 

経常利益 

当期純利益 430 

720 

710 

12,400 

13/7期 

計画 

144.3% 

118.1％ 

119.1％ 

101.6％ 

前期比 

（単位：百万円） 

 2013年7月期 損益計画（連結） 



2011年7月期 2012年7月期  2012年7月期 

   

  300 

（単位：百万円） 

15,000 

12,000 

9,000 

  6,000 

 3,000 

  

  1,200 

  600 

  900 

  1,500 

第8次中計 年度別損益計画/実績 連 結 

 計画 
610百万円 

経
常
利
益 

純
利
益 

 計画 
350百万円 

 実績 
400百万円 

 計画 
124億円 

 実績 
701百万円 

売
上
高 

  実績 
122億円  計画

118億円 

売
上
高 

 実績
122億円 

 計画 
650百万円 

純
利
益 

経
常
利
益 

 計画 
720百万円 

純
利
益 

 計画 
430百万円   計画 

370百万円 

 実績 
297百万円 

純
利
益 

経
常
利
益 

 実績 
609百万円 

売
上
高 

 計画
122億円 

 実績
111.8億円 



296 

602 

557 

11,900 

12/7期 

実績 
個 別 

売上高 

営業利益 

経常利益 

当期純利益 400 

680 

630 

12,100 

 

13/7期 

計画 

 

134.9％ 

112.9％ 

112.9％ 

101.7％ 

前期比 

（単位：百万円） 

  2013年7期 損益計画（個別） 



 

    本資料においては、将来の見通しに関する 
 

    記述が様々な表現でなされております。 
 

    これらは、現時点での予測にすぎません。 
 

    その見通しはリスクや不確定要素に左右 
 

    され、実際の結果は予測と大きく異なる場 
 

    合もあり得ることをご承知置き下さい。 


